









































は、22% である。そして両都県の 2016 年度の値はそれぞれ、74%（最大




























































































































































































































調査の名称 高校 1 年生の進路意識と将来への考え方についてのアンケート
調査の実施者 日下田岳史
調査資金 日本学術振興会・科学研究費補助金
調査対象者 2016 年（2015 年度）3 月における高校 1 年生とその母親
調査対象者の抽出方法 調査対象者の抽出方法は非無作為抽出であり、具体的な手続きは次の通りである。調査実
施機関（株式会社ジャパンマーケティングオペレーションズ）が住民基本台帳に基づき構




沖縄という 7 つである。母集団の各地域の男女別人口構成は、2014 年度の中学校 3 年生
（中等教育学校前期課程 3 年生を含む）の都道府県別人数から算出した。調査の計画時点で














有効回収率 【全体】18.5% 【インターネット調査】14.3% 【郵送法】61.2%
備考 ①母親のうち最頻値をとる 45 ～ 49 歳の学歴分布（中退含む）は、高卒 28.2%、短大・高
専 31.3%、専門 16.0%、大学・大学院 23.8% である。サンプルは高学歴層への偏りを持つ









































































表 3　高校 1 年生の出身地域と、通っている高校の大学・短大進学割合との関係
太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=86.049  V=.141  p=.000
3 割未満 3 割～5 割未満
5 割～
8 割未満 8 割～ 9 割 ほとんど全員 合計
北海道（n=43） 14.0% 18.6% 20.9% 23.3% 23.3% 100.0%
東北（n=76） 14.5% 17.1% 23.7% 19.7% 25.0% 100.0%
関東（n=380） 6.8% 5.0% 17.4% 24.2% 46.6% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=190） 9.5% 13.2% 10.5% 22.6% 44.2% 100.0%
近畿（n=178） 5.6% 6.2% 12.4% 21.9% 53.9% 100.0%
中国・四国（n=85） 15.3% 14.1% 17.6% 15.3% 37.6% 100.0%
九州・沖縄（n=128） 20.3% 11.7% 19.5% 21.9% 26.6% 100.0%















































太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=35.930  V=.209  p=.000
表 4　（進学希望者のみ）高校 1 年生の出身地域と、附属高校からの進学の検討との関係
あてはまらない あてはまる 合計
北海道（n=32） 100.0% 0.0% 100.0%
東北（n=44） 97.7% 2.3% 100.0%
関東（n=324） 85.5% 14.5% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=140） 97.1% 2.9% 100.0%
近畿（n=147） 89.8% 10.2% 100.0%
中国・四国（n=62） 98.4% 1.6% 100.0%
九州・沖縄（n=77） 98.7% 1.3% 100.0%




太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=58.079  V=.134  p=.000
太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=30.584  V=.097  p=.032










北海道（n=43） 25.6% 46.5% 25.6% 2.3% 100.0%
東北（n=76） 32.9% 28.9% 25.0% 13.2% 100.0%
関東（n=380） 33.9% 53.7% 8.7% 3.7% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=188） 28.7% 45.7% 21.3% 4.3% 100.0%
近畿（n=178） 32.6% 49.4% 14.0% 3.9% 100.0%
中国・四国（n=86） 19.8% 52.3% 18.6% 9.3% 100.0%
九州・沖縄（n=130） 27.7% 44.6% 17.7% 10.0% 100.0%




北海道（n=43） 9.3% 46.5% 27.9% 16.3% 100.0%
東北（n=76） 19.7% 31.6% 38.2% 10.5% 100.0%
関東（n=380） 22.6% 47.6% 22.4% 7.4% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=189） 14.3% 47.6% 25.4% 12.7% 100.0%
近畿（n=178） 16.3% 50.0% 22.5% 11.2% 100.0%
中国・四国（n=86） 22.1% 40.7% 23.3% 14.0% 100.0%
九州・沖縄（n=130） 15.4% 41.5% 31.5% 11.5% 100.0%




北海道（n=43） 4.7% 25.6% 44.2% 25.6% 100.0%
東北（n=76） 11.8% 35.5% 30.3% 22.4% 100.0%
関東（n=380） 10.8% 50.0% 27.9% 11.3% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=189） 9.5% 36.5% 36.0% 18.0% 100.0%
近畿（n=178） 13.5% 42.1% 32.6% 11.8% 100.0%
中国・四国（n=85） 15.3% 38.8% 31.8% 14.1% 100.0%
九州・沖縄（n=130） 9.2% 35.4% 41.5% 13.8% 100.0%



























太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=33.005  V=.115  p=.017
とてもあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 合計
北海道（n=32） 25.0% 46.9% 21.9% 6.3% 100.0%
東北（n=44） 27.3% 45.5% 18.2% 9.1% 100.0%
関東（n=324） 34.0% 47.2% 15.1% 3.7% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=143） 23.8% 50.3% 18.9% 7.0% 100.0%
近畿（n=147） 29.3% 49.7% 15.0% 6.1% 100.0%
中国・四国（n=64） 28.1% 37.5% 31.3% 3.1% 100.0%
九州・沖縄（n=80） 13.8% 47.5% 31.3% 7.5% 100.0%
合計（n=834） 28.3% 47.4% 18.9% 5.4% 100.0%
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北海道（n=43） 16.3% 32.6% 37.2% 14.0% 100.0%
東北（n=76） 23.7% 51.3% 19.7% 5.3% 100.0%
関東（n=380） 18.9% 54.2% 22.1% 4.7% 100.0%
東海・北陸・甲信越（n=189） 27.0% 42.9% 21.7% 8.5% 100.0%
近畿（n=178） 21.3% 48.3% 23.0% 7.3% 100.0%
中国・四国（n=86） 20.9% 41.9% 26.7% 10.5% 100.0%
九州・沖縄（n=130） 28.5% 36.9% 28.5% 6.2% 100.0%








































***p<.001  **p<.01  *p<.05
表 10　高校 1 年生の出身地域と、国立大学の予想授業料との関係
平均値（万円） 平均値の差の検定（ボンフェローニの多重比較）
①北海道（n=30） 89.7 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
②東北（n=54） 103.9 ③ * ④ ⑤ ** ⑥ ⑦
③関東（n=274） 83.7 ④ ⑤ ⑥ ⑦
④東海・北陸・甲信越（n=138） 95.8 ⑤ ** ⑥ ⑦




分散の F 検定 F=5.322***
***p<.001  **p<.01  *p<.05
表 11　高校 1 年生の出身地域と、私立大学（文系）の予想授業料との関係
平均値（万円） 平均値の差の検定（ボンフェローニの多重比較）
①北海道（n=31） 133.6 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
②東北（n=52） 145.2 ③ ④ ⑤ ** ⑥ ⑦
③関東（n=280） 128.6 ④ ** ⑤ ⑥ * ⑦
④東海・北陸・甲信越（n=135） 144.7 ⑤ *** ⑥ ⑦




分散の F 検定 F=7.676***
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***p<.001  **p<.01  *p<.05
表 12　高校 1 年生の出身地域と、私立大学（理系）の予想授業料との関係
平均値（万円） 平均値の差の検定（ボンフェローニの多重比較）
①北海道（n=30） 150.0 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
②東北（n=51） 162.0 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
③関東（n=276） 156.6 ④ ⑤ ⑥ ⑦
④東海・北陸・甲信越（n=134） 167.5 ⑤ *** ⑥ ⑦













北海道（n=41） 36.6%  43.9%  17.1%  2.4%  100.0%
東北（n=72） 31.9%  50.0%  15.3%  2.8%  100.0%
関東（n=377） 19.4%  49.1%  28.1%  3.4%  100.0%
東海・北陸・甲信越（n=186）  23.7%  52.7%  18.8%  4.8%  100.0%
近畿（n=177） 14.1%  58.2%  21.5%  6.2%  100.0%
中国・四国（n=84） 22.6%  47.6%  25.0%  4.8%  100.0%
九州・沖縄（n=123）  17.1%  52.8%  28.5%  1.6%  100.0%
合計（n=1060）  20.8%  51.4%  23.9%  4.0%  100.0%
表 13　高校 1 年生の出身地域と、高校卒業との進路を考える上で家庭の経済的な状況を
考慮する程度との関係
太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=32.012  V=.101  p=.019
一八













































北海道（n=43） 14.0%  16.3%  2.3%  41.9%  14.0%  11.6%  100.0%
東北（n=73）  17.8%  5.5%  1.4%  43.8%  13.7%  17.8%  100.0%
関東（n=380）  5.5%  3.4%  0.5%  71.6%  9.7%  9.2%  100.0%
東海・北陸・甲信越（n=189）  7.4%  7.4%  2.1%  56.6%  14.8%  11.6%  100.0%
 近畿（n=178）  3.9%  5.6%  1.1%  66.3%  9.6%  13.5%  100.0%
中国・四国（n=86） 10.5%  8.1%  2.3%  46.5%  23.3%  9.3%  100.0%
九州・沖縄（n=129） 14.7%  5.4%  3.9%  43.4%  18.6%  14.0%  100.0%
合計（n=1078） 8.3%  5.8%  1.6%  59.6%  13.2%  11.6%  100.0%
太字の数値が付されたセルは、調整残差の検定の結果が 5% 水準で有意。χ2=91.333  V=.130  p=.000
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表 15　高校 1 年生の出身地域と、「仮に現在の日本社会全体を 5 つの層に分けるとすれば、
あなた自身はこのどれに入ると思いますか」という質問への回答との関係
上 中の上 中の下 下の上 下の下 合計
北海道（n=43） 0.0%  30.2%  48.8%  16.3%  4.7%  100.0%
東北（n=75） 1.3%  22.7%  46.7%  14.7%  14.7%  100.0%
関東（n=380） 5.3%  36.8%  42.4%  11.8%  3.7%  100.0%
東海・北陸・甲信越（n=189） 2.1%  25.4%  47.6%  17.5%  7.4%  100.0%
近畿（n=178） 3.4%  34.8%  46.1%  13.5%  2.2%  100.0%
中国・四国（n=86） 5.8%  31.4%  34.9%  18.6%  9.3%  100.0%
九州・沖縄（n=130） 3.1%  28.5%  41.5%  17.7%  9.2%  100.0%
合計（n=1081） 3.7%  31.8%  43.8%  14.7%  6.0%  100.0%


















































（1）で示した理論仮説は、高校 1 年生の出身地域と諸変数とによる 2 重
クロス集計（あるいは平均値差の比較）から得られた知見に川喜田（1967、
1970）の方法を適用して導いたものである。今後、当該高校 1年生（とそ















































































































































本研究は JSPS 科研費15K17388,25285237 の助成を受けたものです。









A Hypothesis-Exploration Study of Regional 










ThroughoutJapan,moststudents in the firstyearofhighschool
basicallyhaveasimilarday-to-dayconsciousness（about theireveryday
lives,ways of thinking, ideas about their future, general idea about
education,andthepresenceorabsenceofatendencytoavoidloans）.
What iscausingregionalgaps is students’perceptionofvarious
privatebenefitsandsocialbenefits thatonecanexpect fromattending
university;（asan importantexception,noregionalgap is found in the
perceptionofanacademicbackground-relatedwagegap）.The factor
behindaregionalgapintheperceptionofprivatebenefitsistheregional













commonlyrecognize theprivatebenefitsonecanexpect fromgoing to
universityitcanbeassumedthateverystudenthasapositiveattitudeabout
pursuingasocietywhereeveryonecanattenduniversity.
It isalso important thatbeingaway fromhomeaftergraduating
fromhighschoolisapremiseinsomeareas.Studentsinsuchareastendto
negativelyassessthepossibilityofexpensesofattendinguniversity,such
as tuitionand livingexpenses,beingcoveredwithin the familybudget.
Whethertheymust leavefromhomeornot, there isalsoaregionalgap














lead towage inequality.Therefore, theymust feel that theyhave fewer
opportunities toobtain theadvantagesassessedbywagesamong the
variousprivatebenefits thatonecanexpect fromattendinguniversity,
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comparedtostudentsinotherareas.This iswhy, intheseareas,theysee
themselvesinlowerpositionsintermsofsubjectivestratumidentification.
Thefutureresearchtasksaretoevaluatethetheoreticalhypothesis
byconductingvariousempiricalstudies,andtoconsiderthedefinitionof
theconceptof“area.”
二九
